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１．概要（Summary） 

超伝導ナノ細線を用いた単一光子検出器やトランジス

タなどのデバイスは、ジョセフソン接合を用いたデバイスよ

り作製が容易であるため近年活発に研究されている。今

回、大阪ナノテクノロジー設備共用拠点の装置を利用し

て、北見工大で実施するフォトリソグラフィー用のフォトマ

スクを作製した。今後は、阪大拠点のヘリウムイオン顕微

鏡を用いて、作製したミクロンサイズパターンのナノ微細

化を進める。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

多元 DC/RF スパッタ装置 

LED描画システム 

 

【実験方法】 

75 mm角のフォトマスク 4枚を、多元 DC/RF スパッタ

装置を用いた Cr 蒸着、および LED 描画システムによる

直接描画を用いてリフトオフ法により作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したフォトマスクを用いて、超伝導ナノ細線単一光

子検出器やトランジスタなどを作製するためのミクロンサイ

ズの超伝導パターンを形成した。Fig. 1 に形成した様々

な超伝導パターンの顕微鏡写真を示す。パターン形成に

より超伝導特性が劣化しないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 micro photographs (1) MgB2 nanowire (10 

m-wide, 200 m-long） , (2) MoN nanowires (50 

m-wide, 200 m-long ） , (3) 3-terminal MoN 

nanowires （20 m-wide） 
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